
小中高連携英語教育公開授業研修会開催
３年生英語でディベート挑戦

１月２４日（火）、本校において「小中高連携英語教育公開授業研修会」を開催し、嶋本康恵教諭が３

年生の英語の提案授業を行いました。今年度、本校と校区内の小野、二俣瀬、厚東の３小学校、宇部

商業高等学校が「山口県小中高連携英語教育推進校」の指定を受けております。今までの小中一貫

教育推進の取組を生かし、新たに中高連携というはしごをつなぐことで、小中高が連携し、英語力の

向上を図ることがこの研修の目的です。これまで小中一貫教育を進める中で、毎学期行う小中共通

の児童生徒アンケート結果から、「自分の思いや考えを相手に伝わるように工夫しながら自信をもっ

て話すこと」が課題としてあげられます。子どもたちのよさはたくさんありますが、人前で自信をもって

述べたり、分かりやすく説明したりする力が不十分です。言語活動の充実を図り、理由や根拠を明確

にして自分の考えを自分の言葉で伝えられるように指導していくこと。この点を、共通課題とし、テー

マを「スピーチをもとにした“相手理解を深める”話すこと（やり取り）の指導について」と設定し、研修

を進めています。

今回は「英語でディベート」が題材で、「都会と

田舎ではどちらが住みやすいか」をテーマに、自

分の考えを伝えるとともに、

相手の意見を聞いて反論意

見を組み立てるというハイレ

ベルなチャレンジです。嶋本

教諭は時間をかけて準備を

し、生徒もそれに応えてチャ

レンジしてくれました。全て
英語でのやりとりなので、ＡＬ

Ｔのアリ先生のサポートが効

果的でした。本研修により小

中高連携で進む方向性が

共有でき、ぶれることなく歩

みを進めることができてい

ると思います。

３年生受験に向けて 全力集中です！
私立高校の入試が全て終わりました。学科試験とともに、面接試験を課せられる高校も多く、２学期

末から学年の教員、校長、教頭、そして地域の方にも面接官として協力していただき、実践練習をして

います。受験（公立は受検）で面接が行われるのは、直接表情を見て対話するなかで、人柄や人間性

を見極めることができるからです。意欲や適性を判断する方法として、とても効果的な手段です。その

場限りの付け焼き刃では乗り切れません。普段から「相手の人を意識したさわやかな身なりや動作」

ができるようになっている必要があります。また、質問の意味を正しく聞き取り、自分の考えをしっかり

伝える表現力も必要です。何より、その高校へ行く目的意識がはっきりしており、そのためにしてきた

努力を自分の言葉で表現することが必要です。面接練習をしていて、「３年生は粘り強く練習を積み

重ねているな」という印象です。今までにしてきた努力（正しい場所で、正しい方向で、確かな量なされ

た努力・・・林修先生談）を信じて、最後までやりきってください。１、２年生は普段の姿で１～２年後に

面接の場に臨めるか、自分自身を見直してみましょう。
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たくさんの先生方が参観してくださいました。



生徒・教職員・地域住民との熟議開催
１２月８日(木）、第４回厚東川中学校運営協議会を行い、３回目の熟議を行いました。地域と学校のため

に一緒にできることを考え、プロジェクト案を考えました。2月の合同学校運営協議会で更に話し合いを進

め、一つでも具現化できるようにしたいと思います。下表はそのときに出たプロジェクトの一部です。

ものづくり調理実習
１月２３日（月）、第２回目の「ものづくり教室」を２年生家庭科の授業で行いました。この度も魚の調

理でしたが、講師として安達様（湯田ひさご 山口マイスター）と後藤様（湯田山水園）にお越しいただ

き、魚のさばき方を教えていただき、鯵の３枚おろしに挑戦しました。自分用の１尾を３枚に下ろし、腹

骨も小骨も丁寧に取り、鍬焼きにしました。その他、すまし汁もつくり、先生方が用意してくださった炊

き込みご飯と一緒にいただ

いた料理は最高においしく

「こんなに魚がおいしいと

思ったのは初めて」という

声も聞こえてきました。ご

家庭でも、復習を兼ねてご

一緒につくられてみてくだ

さい。

清掃で校区を
きれいにプロ
ジェクト

○公共施設等をきれいにする。
○通学路の清掃。
〈方法〉
・月に1回校区ごと（4月小野・5月二
俣瀬・6月厚東など）
・学期に1回中学校校区

厚東川中校区
をもっと好き
になろう
プロジェクト

○地域の歴史、文化を知って魅力をＳ
ＮＳ等で発信する。
○地域行事に参加する。
〈方法〉「地域の「歩こう会」に一緒に
参加する。

地域行事参加
プロジェクト

○地域行事に積極的に参加する。
〈方法〉
・地域の会議に中学生が参加する。
・中学生が企画から参加する。
・ゆるキャラを集める。
・地域ＰＲパンフレットの作成。

人と人とのつ
ながり
プロジェクト

○人を喜ばせるための行事を作る。
主に小学生などの子どもたちに向け
て。
〈方法〉

動画コンテス
トで100万円
ＧＥＴプロジェ
クト

○地域の魅力を写真に撮り、厚東川
中校区魅力発信動画を作成する。そ
れをコンテストに応募する。
〈方法〉地域の方に中学生の知らない
魅力をインタビューし、見つけた魅力
を写真に撮る。⇒写真展開催⇒魅力
発信動画作成⇒コンテストへ出品

地域の皆様へ「卒業証書授与式案内について」

平素より本校教育の推進に、格別のご理解とご協

力を賜り、誠にありがとうございます。

さて、３月９日（木）午前中に予定をしております本

校卒業証書授与式を、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止の観点から、規模を縮小し、ご来賓は

ＰＴＡ会長様、学校運営協議会会長及び副会長様の

みとさせていただくことといたしました。

つきましては、誠に恐縮ではございますが、地域の

皆様へのご案内をご遠慮させていただきます。何卒

ご理解いただきますようお願いいたします。

保護者の皆様へ
「時程及び下校時間の変更について」

時程と下校時間の変更の試行について、１０月１
４日付の文書でお願いしておりましたが、下校時間
が早まったことへの安心感や、終わりの会の充実な
どがうかがえます。変更に関する疑問や反対のご
意見もありませんでしたので、今年度末まで現在
の試行を正式時程及び下校時間といたします。
なお、登校時間は「８：１０」で変更していません

が、朝の会を「８:１５」からの開始としています。「８：
１５」以降は遅刻となりますので、余裕をもって登校
するように、ご家庭でもお声かけください。お困り
のことがございましたら、ご相談くださいますようお
願いいたします。

厚東川中校区をもっと元気になるため、 もっと好きになるためのプロジェクト


